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メンタルトレーニングのアセスメントツールに関する
基礎的研究

― MHSA-2とDIPCA.3の関係による検討 ―
伊藤　英之

【要旨】
　本研究は、スポーツ選手のメンタルヘルスを測定する心理検査紙であるMHSA-2と試合中の心
理的競技能力を測定する心理検査紙であるDIPCA.3の関係を検討し、メンタルトレーニグにおい
て、スポーツ選手の日常的なメンタルヘルスをアセスメントすることの有用性について検討する
ことを目的とした。体育・スポーツ科学を専攻する大学生スポーツ選手132名（年齢18.5±0.9歳）
を対象にMHSA-2とDIPCA.3による調査を行い、必要な項目への回答に漏れがなかった男子67名

（年齢18.6±1.0歳）、女子30名（年齢18.3±0.7歳）を分析対象者として、2つの心理尺度間の関係
をPearsonの相関分析にて検討した。結果、男子選手、女子選手ともにMHSA-2の競技場面およ
び日常生活のコントロールとDIPCA.3との間に多くの有意な相関関係が認められ、その相関係数
においても中程度から強い相関関係のものも多くみられたことから、MHSA-2のメンタルトレー
ニングにおけるアセスメントツールとしての有用性が示された。
【キーワード】
　　大学生スポーツ選手、メンタルヘルス、競技場面、日常場面、心理的競技能力　

はじめに
　スポーツ選手が試合で高い競技パフォーマンスを発揮するためには、高い技術・技能や体力だ
けでなく、高い心理的スキルも必要であることは言うまでもない。このことは、吉川（2005）が

「競技レベルが高くなるに従って、心、すなわち心理的スキルが競技パフォーマンスや競技結果
を左右する割合が大きくなる」と述べていることからも、競技レベルが高くなるにつれて、試合
中の心理面の重要性が増していくといえるだろう。このような考えに基づき、近年、心理面のト
レーニングであるメンタルトレーニングに取り組むスポーツ選手や競技スポーツ団体が多くみら
れるようになってきた。メンタルトレーニングとは、「スポーツ選手や指導者が競技力向上のた
めに必要な心理的スキルを獲得し、実際に活用できるようになることを目的とする、心理学やス
ポーツ心理学の理論と技法に基づく計画的で教育的な活動（吉川，2005）」である。
　現在まで、メンタルトレーニングの実践的な研究は数多くなされてきた。例えば、大場（2006）
は、大学生女子バスケットボール選手を対象としたおよそ半年間で全10回の講習会形式のメンタ
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ルトレーニングを実施し、「自信」や「競技意欲」が有意に高まり、「勝利意欲」が高まる傾向が
みられたことを示している。また、村上ら（2000）は、高校生テニス選手を対象としたおよそ3ヶ
月間、週2回で8セッションの講習と20回のトレーニングによるメンタルトレーニングを実施し、

「忍耐力」、「競技意欲」、「自己コントロール能力」、「リラックス能力」、「集中力」、「自信」が著
しく向上がしたことを報告している。さらに、山﨑（2015）は、小学５年生から中学３年生まで
のバドミントン選手を対象に、およそ１年間のメンタルトレーニングを実施し、「精神の安定・
集中」、「自信」、「作戦能力」、「協調性」、「忍耐力」、「自己実現意欲」、「自己コントロール能力」、

「リラックス能力」、「集中力」、「決断力」、「予測力」、「判断力」が有意に高まったことを報告す
るとともに、ジュニア選手にメンタルトレーニングの指導をする際の留意点をまとめている。こ
のように、現在まで、メンタルトレーニングに関する多くの実践的な研究が積み重ねられており、
その効果の検証が進められてきている。
　先に挙げた先行研究を含め、これまでに行われてきたメンタルトレーニングの実践研究では、
アセスメントや効果の検証に、徳永・橋本（1988）が作成した「心理的競技能力診断検査（Diagnostic 
Inventory of Psychological Competitive Ability for Athletes：以下，DIPCAとする）」を標準化
したDIPCA.3（徳永・橋本，2000）が多く使用されている。DIPCAは、徳永・橋本（1988）が
開発した、競技スポーツの試合で高い競技パフォーマンスを発揮するために必要な心理的側面を
心理的競技能力と捉え、選手の心理的競技能力を測定するための心理尺度である。メンタルトレー
ニングの一般的な流れについて中込（2005）は、心理的競技能力を中心としたアセスメントから
始まり、メンタルトレーニングの「心理的基盤づくり」として位置づけられているリラクセーショ
ン技法のトレーニングを実施し、イメージ技法のトレーニングを行い、その実践的・応用的段階
の位置づけであるメンタルリハーサルにつなげていくと説明しており、メンタルトレーニングに
おいて心理的競技能力をアセスメントすることの有用性を示している。さらに、橋本・徳永（2000）
によって、DIPCAが試合での実力発揮度を測定する心理的パフォーマンスに対する心理的特性
の予測変数として高い説明力を持っていることが明らかにされており、DIPCAをメンタルトレー
ニグのアセスメントツールとして使用することの有用性を裏付けている。
　しかし、DIPCAは、アスリートが持つ特性的な試合中のメンタリティを評価する心理尺度で
あり、筆者がメンタルトレーニングを実践した際に、試合期ではない時期での使用や試合をする
ことが少ない競技種目の選手への使用の難しさ、また、試合に出ない選手からは回答が難しいこ
とを指摘されるということを多く経験した。これらのことから、試合中のメンタリティも重要で
あるが、普段の競技生活や日常生活といったどんな条件の選手も必ず経験する日常的な場面での
メンタリティをアセスメントすることも、メンタルトレーニングを行う上で重要となるのではな
いかと考えた。
　スポーツ選手の日常的なメンタリティを捉える心理尺度の一つに、村上ほか（2003）が作成し
た「スポーツ選手のメンタルヘルス評価尺度改訂版（Mental Health Scale for Athletes-2：以下、
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MHSA-2とする）がある。これは、スポーツ選手に固有のメンタルヘルスについて、競技場面と
日常生活場面の2つの側面から評価するものである。MHSA-2は、信頼性と妥当性が確認されて
おり、メンタルトレーニングの実践場面においても高い有用性を持つ可能性があるアセスメント
ツールである。しかし、現在まで、このMHSA-2とその他のスポーツ選手のメンタリティを評価
する尺度との関係を検討した研究はほとんどみられない。スポーツ選手の日常場面のメンタリ
ティと試合場面でのメンタリティの関係を検討することは、メンタルトレーニングの実践に極め
て有益な知見となると考えられる。
　以上のことから、本研究は、スポーツ選手の日常場面のメンタリティを測定するMHSA-2と試
合での心理的競技能力を測定するDIPCA.3の関係を検討し、メンタルトレーニグにおけるスポー
ツ選手の日常的なメンタルヘルスをアセスメントすることの有用性について検討することを目的
とした。

方法
1．調査日程、場所および方法
　調査は、201X年6月に、K大学の教室内にて、一斉法で実施した。

2．倫理的配慮
　インフォームドコンセントを行い、本研究への協力に同意した者を調査対象とした。
追跡調査がある可能性があるため記名式の調査であることを説明し、調査への協力に同意した者
のみ調査紙への回答を行わせ、同意をしない者については無
回答にて提出するように指示をした。なお、回答は任意であ
ること、回答を拒否・中断できること、いかなる場合におい
ても不利益が生じないこと、得られたデータは連結可能匿名
化を行い保管すること、得られたデータは統計的に処理をす
るため個人のデータが特定されることがないことなどを紙面
に明記し、併せて口頭でも説明を行った。
　なお、本研究は、著者の所属機関における研究倫理委員会
の承認の下に実施された。

3．対象者
　調査対象者は、K大学に所属し体育・スポーツ科学を専攻
する大学生スポーツ選手132名（年齢18.5±0.9歳）であった。
　なお、分析には、必要な項目への回答に漏れがなかった男
子67名（年齢18.6±1.0歳）、女子30名（年齢18.3±0.7歳）の結
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3．対象者 

 調査対象者は、体育・スポーツ科学を専攻する大学生ス

ポーツ選手 132名（年齢 18.5±0.9 歳）であった。 

 なお、分析には、必要な項目への回答に漏れがなかった

男子 67 名（年齢 18.6±1.0 歳）、女子 30名（年齢 18.3±

0.7 歳）の結果を用いた。分析対象者の競技種目の内訳に

ついては表 1 にまとめた。 

種目（人） 男子 女子 合計

野球 15 0 15

サッカー・フットサル 9 0 9

陸上 6 0 6

バスケットボール 6 4 10

ラグビー 6 0 6

テニス・ソフトテニス 4 3 7

柔道 4 0 4

水泳 3 0 3

剣道 3 1 4

ローラーホッケー 2 1 3

アルペンスキー 1 0 1

アルティメット 1 2 3

バレーボール 0 5 5

ハンドボール 0 1 1

ダンス系 0 7 7

器械体操 0 1 1

新体操 0 1 1

不明 7 4 11

合計 67 30 97

表 1 分析対象者の競技種目の内訳 
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果を用いた。分析対象者の競技種目の内訳については表１にまとめた。

4．調査項目
（1）フェイス
　フェイスには、調査年月日、氏名、性別、年齢、学年、競技種目の6項目を設定した。

（2）競技スポーツにおけるメンタルヘルス
　村上ほか（2003）のMHSA-2を採用した。MHSA-2は、競技場面に関する「挑戦的態度（5項目）」、

「自己理解（5項目）」、「ケガへの対応（4項目）」、「個性の発揮（4項目）」、「危機回避能力（4項目）」、
「積極的思考（4項目）」、「チームへの適応（4項目）」の7つの因子、合計30項目と、日常生活のコ
ントロールに関する「睡眠（4項目）」、「心身のコンディショニング（4項目）」、「疲労・ストレス
の対処（4項目）」、「食事（4項目）」、「酒・タバコのコントロール（2項目）」の5つの因子、合計
18項目で構成されている、スポーツ選手に特有のメンタルヘルスを捉えるものである。各項目に
対し1（あてはまらない）から5（よくあてはまる）の5件法にて回答を求め、各因子の得点を算
出する。各因子の得点範囲は、5項目で構成された因子が5-25点、4項目で構成された因子が4-20点、
2項目で構成された因子が2-10点となる。各因子とも得点が高いほど望ましいメンタルヘルスの
状態という評価となる。また、MHSA-2の得点分布には因子によって性差がみられ、得点を評定
化の基準も男女別に設けられている。なお、本研究では、「酒・タバコのコントロール」を、2項
目で構成されている因子で作成段階から信頼性が低いことが指摘されていることから、調査の項
目から除外した。

（3）試合中のメンタリティ
　徳永・橋本（2000）のDIPCA.3を採用した。DIPCA.3は、「競技意欲（忍耐力、闘争心、自己
実現意欲、勝利意欲）」、「精神の安定・集中（自己コントロール能力、リラックス能力、集中力）」、

「自信（自信、決断力）」、「作戦能力（予測力、判断力）」、「協調性（協調性）」の5因子と因子に
含まれる12の下位尺度によって競技スポーツの試合場面における心理的競技能力を捉えるもので
ある。各下位尺度4項目とLie Scaleの4項目の合計52項目で構成されている。各項目に対し1（ほ
とんどそうではない：0-10%）から5（いつもそうである：90-100%）の5件法にて回答を求め、
各下位尺度の得点および各因子の得点を算出する。各下位尺度の得点範囲は4-20点であり、各因
子の得点範囲は、「競技意欲」が16-80点、「精神の安定・集中」が12-60点、「自信」および「作戦
能力」が8-40点、「協調性」が4-20点であり、すべての因子の得点の合計である総合点の得点範囲
は48-240点である。各下位尺度および各因子とも得点が高いほど心理的競技能力が高いという評
価となる。また、DIPCA.3の得点分布には性差がみられ、得点の評定化の基準も男女別に設けら
れている。 
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5．分析方法
　本研究で使用したMHSA-2とDIPCA.3には先に述べたとおり性差が認められている。そのため、
分析は、性別ごとに行った。
　分析をするにあたり、各心理尺度の質問項目に対する５件法の回答をそのまま得点とし（逆転
項目は回答と得点を逆転して計算）、各因子の得点を算出した。そして、MHSA-2 とDIPCA.3の
関係を検討するために、Pearsonによる相関分析を行った。その際、統計的有意水準は5％未満
とした。なお、相関分析は、相関関係の有意性に対象者数が影響する。そのため、本研究では、
５%水準で有意性が認められ、かつ相関係数が一般的に中程度以上の強さといわれている0.4以上
あったものを取り上げることとした（該当する結果は表中には太字で示す）。

結果
1．大学生男子スポーツ選手におけるに日常的なメンタルヘルスと心理的競技能力の関係
　大学生男子スポーツ選手におけるMHSA-2とDIPCA.3の相関分析の結果を表２と表３に示した。
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表 2  大学生男子スポーツ選手における MHSA-2と DIPCA.3の総合点および各因子との相関分析の結果 

 

＊：p<.05   ＊＊：p<.01 
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 １）競技場面のメンタルヘルスと心理的競技能力の関係
　MHSA-2の競技場面とDIPCA.3の相関分析の結果、MHSA-2の競技場面の総合点においては、
DIPCA.3の総合点、因子の「精神の安定・集中」を除く4因子、下位尺度の「忍耐力」、「闘争心」、

「自信」、「決断力」、「予測力」、「判断力」、「協調性」との有意な中程度以上の正の相関関係が認
められた。MHSA-2の競技場面の各因子においては、「挑戦的態度」において、DIPCA.3の総合点、
因子の「精神の安定・集中」を除く4因子、下位尺度の「忍耐力」、「闘争心」、「自己実現意欲」、

「勝利意欲」、「自信」、「決断力」、「予測力」、「判断力」、「協調性」との間に有意な中程度以上の
正の相関関係が認められた。「自己理解」においては、DIPCA.3の総合点、因子の「精神の安定・
集中」を除く4因子、下位尺度の「忍耐力」、「闘争心」、「自己実現意欲」、「決断力」、「予測力」、

「協調性」との間に有意な中程度以上の正の相関関係が認められた。「個性の発揮」においては、
DIPCA.3の総合点、因子の「精神の安定・集中」を除く4因子、下位尺度の「忍耐力」、「闘争心」、

「勝利意欲」、「自信」、「決断力」、「予測力」、「判断力」、「協調性」との間に有意な中程度以上の
正の相関関係が認められた。「危機回避能力」においては、DIPCA.3の総合点、因子の「精神の
安定・集中」を除く4因子、下位尺度の「忍耐力」、「闘争心」、「自信」、「決断力」、「予測力」、「判
断力」、「協調性」との間に有意な中程度以上の正の相関関係が認められた。「積極的思考」にお
いては、DIPCA.3の因子の「精神の安定・集中」、下位尺度の「リラックス能力」との間に有意
な中程度以上の正の相関関係が認められた。「チームへの適応」においては、DIPCA.3の総合点、
因子の「協調性」、下位尺度の「協調性」との間に有意な中程度以上の正の相関関係が認められた。
しかし、「ケガへの対応」においては、DIPCA.3のいずれの因子や下位尺度とも有意な中程度以
上の相関関係は認められなかった。
　以上より、大学生男子スポーツ選手においては、MHSA-2の競技場面とDIPCA.3との間に有意
な中程度以上の正の相関関係が数多く認められた。しかし、MHSA-2とDIPCA.3の下位尺度である

「自己コントロール能力」、「集中力」との間には有意な中程度以上の相関関係は認められなかった。
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表 3  大学生男子スポーツ選手における MHSA-2と DIPCA.3の下位尺度との相関分析の結果 

 

＊：p<.05   ＊＊：p<.01 
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２）日常場面のメンタルヘルスと心理的競技能力の関係
　MHSA-2の日常生活のコントロールとDIPCA.3の相関分析の結果、MHSA-2の日常生活のコン
トロールの総合点においては、DIPCA.3の総合点、因子の「競技意欲」、「作戦能力」、下位尺度
の「決断力」、「予測力」「判断力」との間に有意な中程度以上の正の相関関係が認められた。　
MHSA-2の日常生活のコントロールの各因子においては、「「心身のコンディショニング」におい
ては、DIPCA.3の総合点、因子の「精神の安定・集中」を除く4因子、下位尺度の「忍耐力」、「闘
争心」、「自信」、「決断力」、「予測力」、「判断力」、「協調性」との間に有意な中程度以上の正の相
関関係が認められた。しかし、「睡眠」、「疲労・ストレスの対処」、「食事」の４因子においては、
DIPCA.3のいずれの因子や下位尺度とも有意な中程度以上の相関関係は認められなかった。
　以上より、大学生男子スポーツ選手においては、MHSA-2の日常生活のコントロールと
DIPCA.3との間に有意な中程度以上の相関関係がいくつか認められた。しかし、DIPCA.3との有
意な中程度以上の相関関係が認められない因子も多くみられた。

２．大学生女子スポーツ選手における日常的なメンタルヘルスと心理的競技能力の関係
大学生女子スポーツ選手におけるMHSA-2とDIPCA.3の相関分析の結果を表４と表５に示した。
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2．大学生女子スポーツ選手における試合中のメンタリティとメンタルヘルスの関係 
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表 4  大学生女子スポーツ選手における MHSA-2と DIPCA.3の総合点および各因子との相関分析の結果 

 

＊：p<.05   ＊＊：p<.01 
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 １）競技場面のメンタルヘルスと心理的競技能力の関係
　MHSA-2の競技場面とDIPCA.3の相関分析の結果、MHSA-2の競技場面の総合点においては、
DIPCA.3の総合点、因子の「精神の安定・集中」を除く４因子、下位尺度の「忍耐力」、「闘争心」、

「自己実現能力」、「自信」、「決断力」、「予測力」、「判断力」、「協調性」との有意な中程度以上の
正の相関関係が認められた。MHSA-2の競技場面の各因子においては、「挑戦的態度」において、
DIPCA.3の総合点、因子の「競技意欲」、「精神の安定・集中」、「自信」、「作戦能力」、下位尺度
の「忍耐力」、「闘争心」、「自己実現意欲」、「自信」、「決断力」、「予測力」、「判断力」との間に有
意な中程度以上の正の相関関係が認められた。「自己理解」においては、DIPCA.3の総合点、因
子の「競技意欲」、「精神の安定・集中」、「自信」、「作戦能力」、下位尺度の「闘争心」、「自己実
現意欲」、「自信」、「決断力」、「予測力」、「判断力」との間に有意な中程度以上の正の相関関係が
認められた。「ケガへの対応」においては、DIPCA.3の下位尺度の「自信」との間に有意な中程
度以上の負の相関関係が認められた。「個性の発揮」においては、DIPCA.3の総合点、因子の「精
神の安定・集中」を除く4因子、下位尺度の「忍耐力」、「闘争心」、「自己実現意欲」、「自信」、「決
断力」、「予測力」、「判断力」、「協調性」との間に有意な中程度以上の正の相関関係が認められた。

「危機回避能力」においては、DIPCA.3の総合点、因子の「自信」、「作戦能力」、下位尺度の「忍
耐力」、「自信」、「決断力」、「判断力」との間に有意な中程度以上の正の相関関係が認められた。

「積極的思考」においては、DIPCA.3の総合点、因子の「精神の安定・集中」、下位尺度の「自己
コントロール能力」、「リラックス能力」、「集中力」、「決断力」との間に有意な中程度以上の正の
相関関係が認められた。しかし、「チームへの適応」においては、DIPCA.3のいずれの因子や下
位尺度とも有意な中程度以上の相関関係は認められなかった。
　以上より、大学生女子スポーツ選手においては、MHSA-2の競技場面とDIPCA.3との間に有意な
中程度以上の正あるいは負の相関関係が数多く認められた。しかし、MHSA-2の競技場面とDIPCA.3
の下位尺度である「勝利意欲」との間には有意な中程度以上の相関関係は認められなかった。
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2）日常場面のメンタルヘルスと心理的競技能力の関係
　MHSA-2の日常生活のコントロールの総合点においては、DIPCA.3の総合点、因子の「競技意
欲」、「精神の安定・集中」、「協調性」、下位尺度の「忍耐力」、「闘争心」、「自己コントロール能力」、

「集中力」、「決断力」、「協調性」との正の相関関係が認められた。
　MHSA-2の日常生活のコントロールの各因子においては、「睡眠」において、DIPCA.3の総合点、
因子の「精神の安定・集中」、下位尺度の「自己コントロール能力」、「集中力」との間に正の相
関関係が認められた。「心身のコンディショニング」においては、DIPCA.3の総合点、因子の「自
信」、下位尺度の「自己コントロール能力」、「自信」、「決断力」との間に正の相関関係が認めら
れた。「疲労・ストレスの対処」においては、DIPCA.3の因子の「協調性」、下位尺度の「自己実
現意欲」、「協調性」との間に正の相関関係が認められた。「食事」においては、DIPCA.3の総合点、
下位尺度の「忍耐力」、「集中力」、「決断力」との間に正の相関関係が認められた。
　以上の結果から、MHSA-2の日常生活のコントロールとDIPCA.3との間には有意な中程度以上
の相関関係が多く認められた。しかし、MHSA-2の日常生活のコントロールとDIPCA.3の因子の

「作戦能力」、下位尺度の「勝利意欲」、「リラックス能力」、「予測力」、「判断力」との間には有意
な中程度以上の相関関係は認められなかった。

考察
　大学生男子スポーツ選手においては、MHSA-2の競技場面は、DIPCA.3との間に有意な中程度
以上の正の相関関係が多く認められた。その一方で、日常生活のコントロールにおいては、
DIPCA.3との間に有意な中程度以上の正の相関関係が認められたのは、総合点および因子の「心
身のコンディショニング」だけであった。また、DIPCA.3の下位尺度の「自己コントロール能力」
および「集中力」については、最も高い相関係数が「自己コントロール能力」では0.375、「集中力」
では0.389であり、その有意性は認められたものの強いつながりがあるとはいえないものであっ
た。これらのことから、大学生男子スポーツ選手におけるスポーツ選手固有のメンタルヘルスと
試合中の心理的競技能力との関係は、つながりが弱いものもみられたが、全体的には多くの要因
同士が強くつながっているということがいえる。特に、MHSA-2の競技場面および日常生活のコ
ントロールの「心身のコンディショニング」が、DIPCA.3との強い相関関係がみられたことから、
男子の大学生スポーツ選手に対するメンタルトレーニングの実践においては、特にこれらの因子
得点を向上させるようなアプローチを考えながら行うことが試合中の望ましいメンタリティにつ
ながる可能性があることが考えられた。
　一方、大学生女子スポーツ選手においては、MHSA-2の競技場面、日常生活のコントロールの
いずれもDIPCA.3との間に有意な中程度以上の正の相関関係が多く認められた。しかし、
MHSA-2の因子の「ケガへの対応」においては、DIPCA.3の下位尺度の「自信」と中程度以上の
負の相関関係が認められた。「ケガへの対応」については、「自信」以外にも心理的競技能力の下
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位尺度の「自己コントロール能力」との間に有意な正の相関関係がみられたが、その相関係数は
0.394であり、強いつながりがあるとはいえないものであった。また、MHSA-2の因子の「チーム
への適応」においては、最も高い相関係数が0.284と極めて低く、相関関係の有意性も認められ
なかった。さらに、DIPCA.3の下位尺度の「勝利意欲」においては、最も高い相関係数が0.316
であり、相関関係の有意性も認められなかった。これらのことから、大学生女子スポーツ選手に
おけるスポーツ選手固有のメンタルヘルスと試合中の心理的競技能力との関係は、つながりがな
いものや、ネガティブな影響を与えるものもみられたが、全体的には多くの要因同士が強くつな
がっているということがいえる。そして、MHSA-2の競技場面および日常生活のコントロールが
満遍なくDIPCA.3との強い関係がみられたことから、女子の大学生スポーツ選手に対するメンタ
ルトレーニングの実践においては、「ケガへの対応」の因子得点が低下あるいは低い得点で維持
するように気をつけながら、その他の因子得点を満遍なく向上させるようなアプローチを考えな
がら行うことが試合中の望ましいメンタリティにつながる可能性があることが考えられた。
　以上のことから、スポーツ選手固有のメンタルヘルスを捉えることができるMHSA-2がメンタ
ルトレーニングの実践におけるアセスメントツールとして、有用な心理尺度であることが考えら
れた。これを使用することにより、試合から遠ざかっている状況や試合に出ていない選手を対象
とした場合においても、有意義なアセスメントが可能になるのではないだろうか。
　最後に、本研究の課題を示す。本研究では、男女ともに調査対象者が少なく、特に女子スポー
ツ選手については30名分のデータでしか検討していない。また、対象者の年齢もほぼ18〜19歳で
あり、極めて年齢幅が狭いデータであった。そのため、今後データを増やしていき、今回の結果
の検証を行う必要があると思われる。また、今回は相関分析による関係性を示せたに過ぎない。
したがって、今後データを増やしていき、共分散構造の分析などを行い、モデルを作成していく
ことや、メンタルトレーニングの実践研究による検証なども行う必要があると思われる。
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